
かわさき地域リハビリテーションネットワークの設置について（イメージ）

川崎市全体のリハネットワーク

地域ごとのリハネットワーク

【内容例】開催頻度は年に１〜２回
・リハ職関係全体に関係するような内容で講演会
・市民向けのリハビリテーションに関する公開講座の開催
・職能団体等との連携を推進

【内容例】開催頻度は年に２回程度（地域の実情に合わせて、既存のネットワークを活用）
・日々の業務を意識し顔の見える関係性を深めていく。症例報告会など実施
・テーマや疾患を決めて研修会を実施。（可能な限り構成員が講師、話題提供者を務める）

各圏域で医療・介護・福祉それぞれの分野で現場を牽引していただいている
皆さまにお力添えを頂きたく考えております。行政（総合リハビリテーション推進センター）
は事務局機能を担うことで、ネットワーク、取組みの継続性を担保していく。
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川崎市南部地区
リハビリテーション連絡会

（仮）川崎市北部地区
リハビリテーション連絡会

（仮）中部リハビリテーションセンターによる取組み
補装具格差ZEROプロジェクトの取組みを通じて


